
３月２４日、中央公民館ホールで田子ガーリックステーキごはんの２０２５年度バージョンの完成披露記者発表
会が行われました。詳しくは２ページをご覧ください。
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３
月
24
日
、
中
央
公
民
館
ホ

ー
ル
で
田
子
ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ

ー
キ
ご
は
ん
（
ガ
リ
ス
テ
ご
は

ん
）
の
２
０
２
５
年
度
バ
ー
ジ

ョ
ン
完
成
披
露
記
者
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ガ
リ
ス
テ
ご

は
ん
は
毎
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

重
ね
、
今
回
で
10
作
目
と
な
り

ま
す
。

　

毎
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い

る
９
種
類
の
ニ
ン
ニ
ク
創
作
料

理
で
す
が
、
今
回
は
〈
田
子
町

の
景
観
・
自
然
・
観
光
・
ま
ち

づ
く
り
・
農
畜
産
業
・
祈
願
信

仰
・
産
業
交
流
・
商
店
街
・
次

世
代
〉
×
〈
過
去
・
現
在
・
未

来
〉
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
田
子
町
が
加
盟
し
て

い
る「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
で
資
格
審
査
委
員
を
務
め

て
い
る
、
明
治
大
学
政
治
経
済

学
部
の
藤
本
穣
彦
准
教
授
の
ゼ

ミ
生
の
ご
協
力
や
、
田
子
町
と

交
流
の
あ
る
千
葉
県
多
古
町
か

ら
着
想
を
得
た
メ
ニ
ュ
ー
開
発

な
ど
、
10
作
目
の
記
念
と
な
る

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
な
り
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、
田
子
ニ
ン
ニ

ク
料
理
推
進
協
議
会
の
佐
藤
剛

大
会
長
が
「
10
作
目
と
な
る
今

作
は
、
い
ろ
い
ろ
な
切
り
口
で

新
し
い
ガ
リ
ス
テ
ご
は
ん
を
開

発
し
ま
し
た
。
特
に
明
治
大
学

生
と
の
コ
ラ
ボ
と
い
う
こ
と

で
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

て
い
た
だ
き
、
新
た
な
刺
激
を

受
け
た
１
作
と
な
り
ま
し
た
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

ガ
リ
ス
テ
ご
は
ん
は
、
３
月
29

日
か
ら
町
内
３
店
舗
で
提
供
が

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

リニューアル発表会の様子

開発に携わった明治大学藤本ゼミの学生

メニューの開発経緯を説明する佐藤会長メニューをプロデュースするヒロ中田氏

FEATUREFEATURE今月の話題

2025年度
バージョン
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TOPICSTOPICSトピックス

（
写
真
３
）
結
婚
祝
い
金
を
受
け
取
っ
た

　

遠
澤
夫
妻

（
写
真
２
）
結
婚
祝
い
金
を
受
け
取
っ
た

　

塚
本
さ
ん

ソ
リ
ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
世

界
大
会
２
０
２
５（
※
写
真
１
）

　

３
月
２
日
、
創
遊
村
２
２
９

ス
キ
ー
ラ
ン
ド
で
「
キ
ャ
プ
テ

ン
ス
タ
ッ
グ
杯
ソ
リ
ワ
ン
グ
ラ

ン
プ
リ
世
界
大
会
２
０
２
５
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
、
田
子
町
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

協
会
と
創
遊
村
２
２
９
ス
キ
ー

ラ
ン
ド
の
共
催
で
、
毎
年
シ
ー

ズ
ン
最
終
営
業
日
に
合
わ
せ
て

２
０
０
７
年
か
ら
開
催
さ
れ
、

今
回
で
通
算
18
回
目
の
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
部
や
大
人
の
部
、

ペ
ア
の
部
な
ど
の
ク
ラ
ス
別
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
で
総
勢
66
組
81
名

が
、
世
界
大
会
優
勝
者
に
贈
ら

れ
る
金
色
の
ソ
リ
を
か
け
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
コ
ー

ス
に
設
置
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
プ
台

で
大
ジ
ャ
ン
プ
を
決
め
な
が

ら
、
自
分
の
前
を
進
む
ソ
リ
に

ぶ
つ
か
っ
て
ク
ラ
ッ
シ
ュ
し
た

り
、
ジ
ャ
ン
プ
台
で
バ
ラ
ン
ス

を
崩
し
ソ
リ
に
置
い
て
い
か
れ

る
な
ど
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り

な
が
ら
、
年
齢
に
関
係
な
く
ソ

リ
す
べ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◎
シ
ン
グ
ル
１
部
（
小
学
生
）

▽
１
位　

小
村
愛
美
（
五
戸
町
）

▽
２
位　

山
川
夏
奈
（
神
奈
川

県
）
▽
３
位　

佐
藤
真
紘
（
十

和
田
市
）

◎
シ
ン
グ
ル
２
部
（
中
学
生
～

大
人
）

▽
１
位　

向
中
野
祥
吾
（
八
戸

市
）
▽
２
位　

小
村
亜
美
（
五

戸
町
）
▽
３
位　

三
村
宝
介

（
一
戸
町
）

◎
ペ
ア
の
部
（
小
学
校
２
年
生

以
下
の
子
ど
も
と
20
歳
以
上
の

大
人
の
２
人
乗
り
）

▽
１
位　

白
澤
光
幸
・
燈
ペ
ア

（
田
子
町
）
▽
２
位　

才
川
秋

美
・
陽
絆
ペ
ア
（
田
子
町
）
▽

３
位　

向
井
勝
彦
・
颯
助
ペ
ア

（
八
戸
市
）

し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ
く
り

結
婚
祝
い
金
贈
呈
式

（
※
写
真
２
・
３
）

　

３
月
４
日
、
役
場
公
室
で

「
田
子
町
し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ

く
り
結
婚
祝
い
金
贈
呈
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、

若
者
世
代
の
夫
婦
が
婚
姻
か
ら

継
続
し
て
１
年
以
上
田
子
町
に

居
住
す
る
な
ど
の
条
件
を
満
た

し
た
場
合
に
、
夫
婦
に
結
婚
祝

い
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

山
本
晴
美
町
長
は
「
末
永
く

仲
良
く
し
な
が
ら
、
に
ぎ
や
か

な
家
庭
を
築
い
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
祝
い
金
を
受
け
取
っ

た
塚
本
さ
ん
は
「
お
し
り
ふ
き

や
、
ベ
ビ
ー
服
の
購
入
に
使
い

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
18
日
に
祝
い
金

を
受
け
取
っ
た
遠
澤
夫
妻
は

「
子
ど
も
の
た
め
に
大
事
に
使

っ
て
い
き
た
い
。
子
ど
も
が
や

り
た
い
こ
と
を
や
れ
る
よ
う
、

自
由
に
元
気
に
育
て
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
で
事
業
開
始
か
ら
計
74

組
、
令
和
６
年
度
２
組
目
と
３

組
目
の
贈
呈
と
な
り
ま
す
。
今

回
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
塚
本
唯
人
・
美
穂
夫
妻（

野
月
）

▽
遠
澤
翔
太
・
加
奈
子
夫
妻

（
下
本
町
）

（
写
真
１
）バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
な
が
ら
も
大
ジ
ャ

　

ン
プ
を
決
め
る
参
加
者
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（
写
真
４
）
花
束
を
贈
ら
れ
た
赤
野
さ
ん

（
写
真
５
）
花
束
を
贈
ら
れ
た
切
明
畑
さ
ん

敬
老
祝
い
金
贈
呈
式

（
※
写
真
４
・
５
）

　

３
月
７
日
、
赤
野
松
枝
さ
ん

（
上
相
米
）
の
満
１
０
０
歳
を

お
祝
い
す
る
た
め
、
赤
野
さ
ん

の
ご
自
宅
で
敬
老
祝
い
金
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式

で
は
、
山
本
町
長
か
ら
お
祝
い

の
言
葉
と
花
束
が
贈
ら
れ
、
ご

家
族
と
一
緒
に
長
寿
を
祝
い
ま

し
た
。

　

赤
野
さ
ん
は
、
大
正
14
年
３

月
に
三
戸
郡
田
子
村
（
現
田
子

町
）
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
ご

結
婚
後
、
子
ど
も
５
人
、
孫
15

人
、
ひ
孫
32
人
、
玄
孫
10
人
に

恵
ま
れ
、
ご
自
宅
で
穏
や
か
に

暮
ら
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
24
日
に
は
切
明

畑
操
さ
ん
（
雀
ヶ
平
）
の
満
１

０
０
歳
を
お
祝
い
す
る
た
め
、

切
明
畑
さ
ん
の
ご
自
宅
で
敬
老

祝
い
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
ご

家
族
と
一
緒
に
長
寿
を
祝
い
ま

し
た
。

　

切
明
畑
さ
ん
は
、
大
正
14
年

３
月
に
三
戸
郡
田
子
村
（
現
田

子
町
）
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、

ご
結
婚
後
、
子
ど
も
４
人
、
孫

11
人
、
ひ
孫
14
人
に
恵
ま
れ
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が

ら
ご
自
宅
で
健
や
か
に
暮
ら
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

現
在
、
田
子
町
で
１
０
０
歳

以
上
の
方
は
、
赤
野
さ
ん
、
切

明
畑
さ
ん
を
含
め
て
９
名
と
な

っ
て
い
ま
す
。

田
子
小
学
校
新
入
学
児
童

へ
記
念
品
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
（
※
写
真
６
）

　

３
月
11
日
、
田
子
小
学
校
で

田
子
町
防
犯
協
会
の
奥
家
三
雄

会
長
か
ら
、
新
入
学
児
童
23
名

へ
入
学
記
念
品
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
田
子
町
、
田
子
町

防
犯
協
会
、
田
子
町
交
通
安
全

母
の
会
連
合
会
が
合
同
で
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
黄
色
い

帽
子
、
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
、

防
犯
ブ
ザ
ー
、
防
犯
ホ
イ
ッ
ス

ル
の
４
品
目
を
寄
贈
し
て
い
ま

す
。

　

奥
家
会
長
は
「
令
和
７
年
度

も
新
入
学
児
童
が
事
故
や
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、

元
気
で
健
や
か
な
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
願
っ

て
お
り
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
功
績
を
表
彰

～
赤
十
字
奉
仕
団
団
員
功

労
表
彰
伝
達
式
～
（
※
写
真
７
）

　

３
月
18
日
、
役
場
第
一
会
議

室
で
赤
十
字
奉
仕
団
団
員
功
労

表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
団
員
と
し
て
５

年
以
上
継
続
し
て
活
動
し
て
い

る
方
へ
日
本
赤
十
字
社
青
森
県

支
部
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
る

も
の
で
、
今
年
度
は
11
名
の
方

が
受
賞
し
、
山
本
町
長
か
ら
感

謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
属
す
る
自
治

会
で
、
赤
十
字
会
員
の
会
費
徴

収
、
地
域
の
奉
仕
活
動
や
防
災

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
そ

の
長
年
の
活
動
が
認
め
ら
れ
て

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

●
５
年
感
謝
状

▽
田
村
重
文
（
自
治
会
連
合
会

分
団
）
▽
釜
渕
一
壽
（
同
）
▽
佐

藤
富
栄
（
同
）
▽
矢
田
均
（
同
）

▽
宇
藤
大
介
（
同
）
▽
原
光
正

（
写
真
６
）
入
学
記
念
品
寄
贈
の
様
子

TOPICSTOPICSトピックス
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（
写
真
９
）
目
録
を
手
渡
す
佐
藤
会
長
（
中

　

央
）
と
古
里
支
店
長
（
左
）

（
写
真
10
）
図
書
カ
ー
ド
を
手
渡
す
宮
村
会

　

長
（
左
）

（
写
真
８
）
ネ
ク
ス
ト
上
郷
の
方
々
と
対

　

話
す
る
宮
下
知
事

（
同
）
▽
原
泰
章
（
同
）
▽
中
村

成
行
（
同
）
▽
中
村
康
孝
（
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
分

団
）
▽
長
澤
靜
子
（
同
）

●
10
年
感
謝
状

▽
大
坊
和
民
（
自
治
会
連
合
会

分
団
）

県
民
対
話
集
会

「
＃
あ
お
ば
な
」（
※
写
真
８
）

　

３
月
21
日
、
旧
上
郷
小
学
校

で
県
民
対
話
集
会
「
＃
あ
お
ば

な
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
＃

あ
お
ば
な
」
は
、
青
森
県
内
で

活
動
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
・

事
業
所
等
の
方
々
の
も
と
に
県

知
事
が
出
向
き
、
県
民
の
声
を

聴
く
対
話
集
会
で
す
。

　

今
回
は
、
旧
上
郷
小
学
校
の

利
活
用
に
取
り
組
む
ネ
ク
ス
ト

上
郷
が
応
募
に
よ
り
選
定
さ

れ
、
地
域
の
過
疎
化
や
、
若
者

の
Ｕ
タ
ー
ン
や
定
住
、
農
業
や

町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
様
々
な
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

宮
下
知
事
は
「
田
子
町
は
、

に
ん
に
く
や
田
子
牛
な
ど
軸
と

な
る
も
の
を
持
っ
て
い
る
。
県

と
協
力
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち

の
力
で
田
子
町
の
良
さ
を
発
信

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

図
書
館
利
用
に
役
立
て
て

と
図
書
寄
贈
（
※
写
真
９
）

　

３
月
27
日
、
あ
お
ぎ
ん
ス
ー

パ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
佐
藤
裕

一
会
長
と
青
森
み
ち
の
く
銀
行

田
子
支
店
の
古
里
貴
史
支
店
長

が
尾
形
真
一
朗
教
育
長
の
も
と

を
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
図
書

館
利
用
促
進
の
た
め
に
児
童
書

13
冊
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
ペ
の
収
益
金

の
一
部
か
ら
寄
贈
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

佐
藤
会
長
は
「
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
と

思
い
こ
れ
ま
で
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
子
ど
も
に
人
気
の

図
書
も
あ
る
の
で
ぜ
ひ
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
小
学
生
の
教
科
書

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
図
書
や
実

写
映
画
化
し
た
作
品
の
絵
本
な

ど
が
寄
贈
さ
れ
、
町
立
図
書
館

で
貸
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
10
年
か
ら
寄
贈
を
開
始

し
て
今
回
で
23
回
目
、
こ
れ
ま

で
に
寄
贈
さ
れ
た
図
書
は
計
４

９
６
冊
と
な
り
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
新

入
学
生
へ
図
書
カ
ー
ド
寄

贈
（
※
写
真
10
）

　

３
月
27
日
、
三
戸
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
宮
村
尚
哉
会
長
が

尾
形
教
育
長
の
も
と
を
訪
れ
、

図
書
カ
ー
ド
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
三
戸
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
事
業
の
一
環
で
、

今
年
度
、
小
学
校
へ
入
学
す
る

児
童
に
図
書
カ
ー
ド
千
円
分
を

寄
贈
す
る
も
の
で
す
。

　

宮
村
会
長
は
「
最
近
は
活
字

離
れ
が
進
み
、
本
を
読
む
機
会

が
減
っ
て
い
る
。
こ
の
機
会
に

好
き
な
本
を
買
っ
て
も
ら
い
、

読
書
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
述
べ
、
図
書
カ
ー
ド
を

手
渡
し
ま
し
た
。
受
け
取
っ
た

尾
形
教
育
長
は
「
本
を
読
む
機

TOPICSTOPICSトピックス

（
写
真
７
）
功
労
表
彰
の
伝
達
を
受
け
た
受
賞
者

の
皆
さ
ん
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　大村優太隊員です。３月22日に
みろく館で「自分でルアーを作っ
てみようの会」と題したイベント
を開催させていただきました。読
んでそのまま、釣り具であるルア
ーを自ら作成するというニッチな
内容のイベントでしたが、大変ありがたいことに当日は定員オ
ーバーとなる盛況ぶりでした。ご参加くださった方々にはお忙
しいところお越しくださりお礼申し上げます。
　私だけでは完全に能力不足であると考
え、田子町でルアービルダーをされている
畠山寿一さん（右写真）に当日の先生役を
お願いしました。先生の指導と皆様の頑張
りのかいあってか素晴らしい作品の数々が
出来上がりました。今後もなにか釣り関係のイベントを企画し
て、田子町で楽しんでいただけるといいなと強く感じました。

　吉村隊員です。３月８日に八戸市で、
地域おこし協力隊の活動報告をしてき
ました！「ニンニク帽子」と「ニンニ
クリース」を身につけて、田子町をし
っかりＰＲできるようなスタイルで参
加しました！ 発表会の隊員ＰＲブース
では、去年町民の皆さんと一緒に研究
した “ガーリックたこ焼き” を試食提供し、耳だけじゃなく、味
でも田子町を感じてもらえるようにしました。
　また、当日は他の田子町地域おこし協力隊の皆さんに調理補
助などのサポートをしてもらいました。自分だけでは難しいこ
とも、仲間と一緒に取り組むことで、より多くの人に届けられ
るのだと実感しました。
　来月から地域おこし協力隊２年目に入ります。１年目で始め
たTakko Labo や町外でのＰＲで、どんどん盛り上げていきます！

　皆様こんにちは！ 大西主
真隊員です。３月29日、道
前地区にオープン予定のパン
屋さん「りんごとごりら」さ
んの外壁塗装ワークショップ
に参加させていただきまし
た。町内外から多くの参加者
が集まり、初めてお会いする
方もよく見るお顔も、この日はみんなで力を合わせて外壁にペ
ンキを塗りました！ 雲一つない晴れ渡った空のようにきれいな
青色です。壁の色がきれいになったことはもちろん、「参加した
みんなが楽しかったこと」がなにより輝いた一日となりました。
　りんごとごりらさんはオープンに向けて着々と準備が進んでい
るようです。焼きたてのおいしいパンを楽しみにしております。

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

◆『チーム田子』で臨んだ “八戸圏域地域おこし協力隊活動報告会”  

◆まもなくオープン！ 田子町に新しいパン屋さん　　

◆ハンドメイドルアー作り会を開催しました！ 　　　　

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録 会
が
減
っ
て
い
る
の
で
あ
り
が

た
い
。
ぜ
ひ
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。

町
消
防
団
第
一
分
団
に
新

消
防
車
両
が
配
備
さ
れ
ま

し
た
（
※
写
真
11
）

　

３
月
30
日
、
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
入
魂
式
が
行
わ
れ
、
町
消

防
団
（
内
條
都
雄
団
長
）
に
新

た
な
消
防
車
両
１
台
が
引
き
渡

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
消
防
車
両

は
、
第
一
分
団
（
佐
野
文
治
分

団
長
）に
配
備
さ
れ
る
も
の
で
、

２
千
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
貯
水
し

て
お
く
こ
と
が
で
き
る
水
槽
付

き
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
で
、

第
一
分
団
が
管
轄
す
る
区
域
の

消
防
対
策
を
担
い
ま
す
。

　

現
在
、
第
一
分
団
に
は
27
名

の
団
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
車
両

は
、
導
入
か
ら
約
26
年
が
経
過

し
老
朽
化
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

今
回
更
新
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

三
戸
消
防
署
田
子
分
署
で
行

わ
れ
た
入
魂
式
で
は
、
山
本
町

長
か
ら
内
條
団
長
に
、
内
條
団

長
か
ら
佐
野
分
団
長
に
消
防
車

両
の
引
渡
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

内
條
団
長
は
「
今
回
の
新
車

両
導
入
を
契
機
に
、
よ
り
強
力

な
消
防
団
活
動
を
展
開
し
、
引

き
続
き
地
域
の
安
全
・
安
心
を

守
る
活
動
に
尽
力
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

（
写
真
11
）
第
一
分
団
に
配
備
さ
れ
た
新
消
防
車
両

TOPICSTOPICSトピックス
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INFORMATIONINFORMATIONお知らせ

■  令和７年度田子町耕作放棄地再生対策事業
　の募集について
　町では、農地の確保及び有効利用による農業の発展
と経営の安定、環境保全を図るため、荒
廃した農地の再生作業、遊休農地を活用
した農作物の栽培等に係る経費に対して
支援します。
　補助金を受けるための条件は以下のとおりです。
①対象農地　町内にある農地のうち、以前耕地であっ

たもので過去１年以上作物が栽培されず、かつ、数
年の間に再び耕作の予定がない土地
②対象者　町内に住所があり、雑草や雑木の除去・深

耕・整地、肥料・有機資材の投入による土壌改良な
どの再生作業を行い、対象農地を３年以上効率的か
つ継続的に利用できる方
③補助金額　事業に要した費用の１／２以内の額、ま

たは、作業内容に応じて１０a あたり最大６万円のい
ずれか低い額
④申請期間　１１月２８日（金）まで

　事業実施にあたっては、上記以外にも各種要件があ
りますので、詳細については下記までお問い合わせく
ださい。

問役場産業振興課（袖村）☎２０－７１１６

■  女性チャレンジ講座
　受講者募集
　ビジネススキルの向上とネットワークづくりを目的
とした連続講座の受講者を募集します。

▼講座の期間　令和７年度から２年間
▼開催日時　原則木曜午後１時30分～５時
▼回数　年７回程度
▼場所　八戸市庁内会議室など
▼内容　女性のためのキャリアアップ講座（仕事に役

立つビジネススキル研修や施設見学）
▼対象　２年間の受講が可能な18歳～49歳（令和７年

５月１日現在）の女性で、八戸圏域（八戸市・三戸町・
五戸町・田子町・南部町・階上町・新郷村・おいら
せ町）の事業所に通勤・通学している、または在住の人

▼定員　２５人程度（先着順）
　※事業所として申込の場合は１事業所につき５人まで
▼受講料　無料　※託児あり（就学前まで）
▼申込書　八戸市市民連携推進課、市庁本館・別館案

内、南郷事務所、各公民館、各市民サービスセンタ
ーで配布（市ホームページからダウンロード可）

▼申込み　５月７日（水）から６月２日（月）までに申込
書を郵送、FAX、Ｅメールまたは持参にて八戸市市民
連携推進課へ。八戸市ホームページからの申し込み
も可能。

※受付期間前の申し込みは受け付けておりませんので
ご注意ください。

問八戸市市民連携推進課
　☎０１７８−４３−９２１７　FAX ０１７８−４７−１４８５
Ｅメール：renkei@city.hachinohe.aomori.jp
ホームページ：八戸市ホームページ内で「女性チャレ
ンジ講座」を検索

■  令和７年度水道料金納入についてのお知らせ
　令和７年度水道料金の口座振替日と納入期限は、下
表のとおりとなります。期限内に納入していただくよ
うご協力をお願いします。

令和７年度 口座振替日 納入期限

４ー５月分 ６月16日 ７月28日

６ー７月分 ８月15日 ９月29日

８ー９月分 10月15日 11月27日

10 ー11月分 12月15日 １月27日

12 ー１月分 ２月16日 ３月27日

２ー３月分 ※ ３月25日 ４月27日
※２－３月分の口座振替については、振替日を３月25日とし

ており、他の振替日とは異なりますのでご注意ください。

問役場建設課水道グループ ☎２０−７１１８

■  自動車税種別割のグリーン化及び種別割・
　環境性能割の減免制度について
　自動車税種別割については、自動車環境対策の観点
から、初回新規登録から一定の年数を経過した環境負
荷の大きい自動車については税率を重く（重課）する

「グリーン化特例制度」が実施されています。
　また、身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育（愛護）
手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方
またはその方と生計を一にする方もしくは常時介護者
が、これらの手帳の交付を受けている方の生業、通院、
通学などのために自動車を利用している場合で、その
障害の程度や自動車の使用状況などが一定の条件に該
当するときには、申請により自動車税（種別割・環境
性能割）の減免を受けることができます。
　手帳の交付を受けた場合には、その交付後、速やか
に県税事務所で申請してください。現在減免を受けて
いる方は、申請した内容に変更があったときは変更手
続きが必要です。必要書類や申請につきましては、県
税事務所へお問い合わせいただくか、県ホ
ームページをご覧ください。

問青森県三八県税事務所納税管理課
　☎０１７８−２７−５１１１　内線 205 ～207、356
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INFORMATIONINFORMATIONお知らせ

■  松くい虫被害の予防について
　松くい虫被害とは、マツノマダラカミ
キリという昆虫によって運ばれるマツノ
ザイセンチュウという体長１㎜ほどの小
さな線虫がマツの木に侵入することによ
ってマツが枯れる伝染病です。県内では
深浦町で、隣接市町村では岩手県二戸市で被害が発生
しています。
　これらの被害が、県内各地で発生するようになると、
農林水産業をはじめとする産業・経済のほか、本県が
誇る自然景観などに大きな影響を与えます。
　このため、以下の３点について住民の皆様のご協力
をお願いします。
①マツノマダラカミキリは、マツ類を伐採した際に発

生する臭いに集まる習性があるため、この昆虫の活
動期（６～９月）には、マツ類を伐採しないように
しましょう。

②マツ丸太やマツ苗木を被害地から持ち込むと、松く
い虫被害を呼び込む可能性があるため、県内の未被
害地のものを利用しましょう。

③マツノマダラカミキリは、枯れたマツに産卵し羽化
します。松くい虫被害を防ぐためには、葉が黄色に
変色したり、枯れたマツやナラ類を駆除することが
大切です。自宅の庭木や街路樹、山林など、身の回
りで枯れている、または枯れかかっているマツ類を
見つけたら、役場産業振興課、青森県三八農林水産
事務所林業振興課、森林組合までお知らせください。

　被害の拡大を防ぐためには、被害の早期発見と適切
な駆除が重要となります。
　大切な森林資源を次の世代へ引き継ぐため、ご協力
をお願いします。

問役場産業振興課 ☎３２－３１１１（代表）
問青森県三八農林水産事務所林業振興課

☎０１７８－２７－５１１１（代表）
問三八地方森林組合馬淵川流域支所 ☎２２－２６１５

■  宮下知事と対話する「＃あおばな」
　実施団体募集
　宮下知事が出向いて県民の皆さまの声をお聴きする、
県民対話集会「＃あおばな」の実施団体を募集します。

▼対　　象　県内所在の１０名程度の参加者が見込まれ
　　　　　　る団体等
▼募集期間　５月１６日（金）～５月３０日（金）
▼実施期間　７月１４日（月）～９月２８日（日）
▼応募方法　専用応募フォームから申込

問青森県総務部広報広聴課 
　☎ ０１７－７３４－９１３８ 県庁ホームページ

■  トラクター運転注意
　農作業に係る死亡事故のうち、乗用型トラクターな
ど農業機械の転落・転倒による事故が多く発生してい
ます。これからの農繁期を迎えるにあたり、農作業事
故には十分注意し作業していただくようお願いします。

▼事故防止対策
○ほ場周辺危険箇所の確認・危険回避行動の実践
　（危険箇所への目印設置、減速、う回ルート）
○危険箇所の改善（道路脇の草刈り、路肩の補強）

▼被害軽減対策
○シートベルト、ヘルメットの着用
○安全フレーム付きトラクターの利用

問役場産業振興課 ☎２０－７１１５

■  ギャンブル等依存症問題啓発週間
　毎年５月１４日～５月２０日はギャンブル等依存症問題
啓発週間です。
　ギャンブル依存症はやめたくてもやめられない脳の
病気です。適切な支援を受ければ、回復することがで
きます。依存症への理解を深め、回復を応援し受け入
れる社会を目指しましょう。当事者、家族、援助職、
一般の方までどなたでもご参加ください。
●ギャンブル等依存症問題啓発週間特別セミナー
　（参加無料・申込不要）
▼日時　５月１０日（土）午後１時～３時
　　　　（受付：午後０時３０分～）
▼場所　青森県観光物産館アスパム ( 青森市安方1-1-40)
▼講演　▽医師講演（青森県ギャンブル等依存症専門

医療機関 藤代健生病院）▽当事者体験談（公益社団
法人ギャンブル依存症問題を考える会当事者支援部）
▽家族体験談（全国ギャンブル依存症家族の会東京）
▽今年のトピック（全国ギャンブル依存症家族の会
青森）

　セミナー終了後は当事者会と家族会をそれぞれ別室
に分かれて開催します。
▼主催　全国ギャンブル依存症家族の会青森
　　　　青森県健康医療福祉部障がい福祉課

問全国ギャンブル依存症家族の会青森（遠藤）
　☎０９０−３７５５−２７８１
　メール gdfam.aomori@gmail.com

●広報たっこでは、皆様からの情報提供をお待ちして
います。紙面に掲載可能な行事などありましたら、下
記までご連絡ください。

役場政策推進課 ☎２０－７１２７
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■  知財高裁20周年を迎えて
　県知的財産高等裁判所は、知的財産権に関する訴訟
を専門的に扱う裁判所です。平成１７年４月１日に、
知的財産高等裁判所設置法に基づいて設置され、令和
７年４月に設立２０周年を迎えました。
　知財高裁に興味がある方は、知財高裁ウェブサイト
をぜひご覧ください。

問青森地方裁判所総務課庶務係　
　☎０１７－７２２－５４２１
　https://www.ip.courts.go.jp/index.html

■  北海道・三陸沖後発地震注意情報が発表
　されたら？
　昨年８月、南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）
が運用開始以降初めて発表され、発表期間中は関東か
ら九州の各地で地震への備えの再確認などが呼びかけ
られました。この対応は、北海道・三陸沖後発地震注
意情報が発表された際に皆さんに呼びかけ
られる内容と同じです。あらためて、北海
道・三陸沖後発地震注意情報が発表された
らどうすればよいかを確認しましょう。

●北海道・三陸沖後発地震注意情報が発表されたら？
　北海道・三陸沖後発地震注意情報が発表された場合、
発表から１週間は通常の生活（通勤・通学など）を送
りつつ、地震への備えの再確認、すぐに避難できる態
勢の準備などを行ってください。
　地震への備えの再確認として、水や食料などの備蓄
品、簡易トイレや防寒具などの避難生活で必要なもの、
避難場所・避難経路や家族との連絡手段、家具の固定
などの再確認を行いましょう。水や食料などの備蓄品
は、慌てて買い出しに行くことがないよう、日頃から
準備しておきましょう。
　すぐに避難できる態勢の準備として、避難情報を取
得するスマートフォンやラジオの音量を大きくし、電
源が切れないように予備のバッテリーなどを準備しま
しょう。また、地震による土砂崩れが想定される場所
にお住まいの方は、非常持出品をすぐに持ち出せるよ
うに準備し、逃げ出しやすい部屋や土砂崩れに巻き込
まれにくい部屋で、すぐに逃げられる服装で就寝しま
しょう。
　なお、北海道・三陸沖後発地震注意情報の発表期間
中に対象地域への旅行や出張を中止する必要はありま
せん。巨大地震発生の可能性が高まっているとはいえ、
発表期間の１週間に被害を伴うような大地震が発生し
ないことがほとんどです。ただし、常に緊急情報を取
得できるようにし、滞在先の市区町村からのお知らせ
や交通状況等を事前に確認し、適切に行動できるよう
心がけましょう。

●日頃からの地震の備えを忘れずに！
　北海道・三陸沖後発地震注意情報が発表されても、
発表期間の１週間に被害を伴うような大地震が発生し
ないことがほとんどです。たとえ、地震が起こらなく
ても、「空振り」ではなく防災意識の向上につながる

「素振り（練習）」と捉えましょう。また、巨大地震は
何の前触れもなく発生する可能性がありますので、突
発的な大地震の発生に備えて、日頃から地震への備え
を徹底しましょう。

■  青森県男子・婦人既製服製造業最低工賃
　改正のお知らせ
　青森県男子・婦人既製服製造業最低工賃が、５月１
日より改正されます。

　改正のポイントは次のとおりです。
　工賃額について、すべての品目、工程（男子既製服２
品目２５工程、婦人既製服５品目３６工程）において、そ
れぞれ１円～１２円引き上げられるほか、男子既製服の
品目「背広上衣」に工程「アームホール星入れ」を追
加するものとなっています。

　詳しくは、青森労働局ホームページをご覧ください。
　https://jsite.mhlw.go.jp/aomori-roudoukyoku/

問青森労働局労働基準部賃金室 ☎０１７－７３４－４１１４

INFORMATIONINFORMATIONお知らせ

◎北海道・三陸
沖後発地震注意
情報について

（内閣府ホーム
ページ）

◎南海トラフ地
震 臨 時 情 報 に
ついて（内閣府
ホームページ）

みなさんにご紹介！
たっこ町民のウチゴハン
昨年度のひとくるめゃ文化祭でみなさんが体験した
「食育SAT（サッと）システム」。実物大フードモデル
を選ぶだけ。サッといつもの食事のバランスチェック
ができます。今月は星５つ判定の満点者、食生活改善
推進員（80代）の朝食をご紹介します。

GOODポイント
▽朝の納豆は筋肉量維持・便通改善に◎。ご飯と一
緒に摂ると食後血糖値も緩やかに。

▽朝は1杯の味噌汁から。代謝UP・腸活に◎。１日
１杯「朝の腸活味噌汁」が健康の素。

▽朝の果物は血糖値の項目を改善◎。適量はにぎり
こぶし1つ分程度。おすすめはキウイ。

（役場地域包括支援課栄養士　本木）

内容
ご飯
豆腐とわかめの味噌汁
焼き鮭
納豆
青菜のおひたし
キウイ　ヨーグルト
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：中村）

または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

公民館等施設利用について
　各種会合や文化・スポーツなどの集まりに利用でき
ます。各施設とも事前に空き状況を確認・予約のうえ、
使用申請書の提出を済ませてからご利用願います。
　使用申請用紙は公民館でお受け取りになるか、町ホ
ームページ「施設情報」からもダウンロードできます。
●田子町中央公民館
●上郷公民館　※空き状況の確認は上郷公民館へ
●農業者トレーニングセンター
●農山村広場
　なお、申請者や使用目的により、使用料の免除対象
とならない場合がありますので、その際は使用料をい
ただきます。

春のナイトウォーク
　毎年９月に行っているウォーキングイベント「ナイ
トウォーク」を今年度は５月にも開催します。参加さ
れた方には、参加賞としてラップやキッチンペーパー
等の日用品をプレゼントいたします。
　この機会に健康づくりや体力づくりのため、ぜひご
参加ください。詳細については、全戸配布されるチラ
シをご覧ください。
▽と　き　５月７日～28日　※毎週水曜日
▽時　間　午後６時30分～午後８時
▽場　所　田子町民グラウンド（田子中学校グラウンド）
▽受　付　会場にて随時参加受付します。

町民の皆さんの
自主的な学習活動を支援します
　公民館では、技術の習得や教養を高めたい皆さんの
お手伝いをします。同じ趣味・興味を持つ方との活動
の場や、仲間作りなどにぜひご活用ください。
　①講師を依頼した際の謝金補助
　　町内在住の講師　上限５千円／回
　　町外在住の講師　上限１万円／回
　②施設使用料の免除
　　講座に使用する施設（中央公民館、上郷公民館）
　　の使用料を免除します。
　講座の内容については幅広く受け付けます。なお、
事前に申請が必要となりますので、詳しい内容は全戸
配布したチラシをご覧になるか、中央公民館までお問
い合わせください。

●歴史講座（野外講座）
▽と　き　５月15日（木）
▽テーマ　田子道ウォーク「十和田様の日」
▽集合場所　中央公民館
　※５月８日（木）までの申込みが必要です。

●いけばな講座
▽と　き　５月17日（土）午後６時30分～８時30分
▽ところ　中央公民館会議室
▽参加費　花材代1,000円前後
▽持ち物　花鋏、水入れ用ボウル、タオル等
　※５月９日（金）までの申込みが必要です。

●フラワー教室
▽と　き　５月27日（火）午後７時～９時
▽ところ　上郷公民館
▽参加費　花材代3,000円程度
　※５月19日（月）までの申込みが必要です。

●田子神楽養成講座
▽と　き　５月下旬より開講予定
▽ところ　中央公民館ホール・和室
▽対　象　小学生以上
　※詳細は、各学校に配布されるチラシでご確認く
　　ださい。

●ナニャドヤラ講座
▽と　き　５月７日（水）・14日（水）・21日（水）
　　　　　28日（水）午後７時～９時
▽ところ　中央公民館ホール
▽参加費　無料
▽申込み　不要　※直接会場へお越しください。
▽対象者　小学生以上
　※ただし、高校生以下の方は保護者同伴でお願い

　します。

※日程や内容に変更が生じることもあります。講座情報は
その都度ＴＣＶやデータ放送、チラシでお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ

田子神楽養成講座
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●旅行
▽地球の歩き方／みちのく／290チ
▽60代大人旅の愉しみと工夫／

291コ
●健康、暮らし、園芸
▽心のうわがき図鑑／なおにゃん／

493ナ
▽目をよくする最強の食べ物図鑑／

496ヒ
▽たったの１㎡で！野菜とハーブと

花のミニ菜園／626イ
▽部屋で植物を育てたいのですが。

／627ハ
●歴史・時代小説
▽春立つ風／弥勒13 ／あさのあつ

こ／913ア
▽吉原饗宴／朝日文庫時代小説アン

ソロジー／913ア
▽いのち／朝日文庫時代小説アンソ

ロジー／913ア
▽イクサガミ３／人／今村翔吾／

913イ
▽ごんげん長屋つれづれ帖10 ／金

子成人／913カ
▽次から次へと／めおと相談屋奮闘

記２／野口卓／913ノ
▽友の友は友だ／めおと相談屋奮闘

記３／野口卓／913ノ
●ミステリー・警察小説など
▽謎解き診療室、本日も異状あり／

久坂部羊など／913ナ
▽氏家京太郎、奔る／氏家２／中山

七里／913ナ
▽逃亡者は北へ向かう／柚月裕子／

913ユ
●そのほかの小説など
▽亡霊の烏／八咫烏シリーズ２−５

／阿部智里／913ア
▽遊園地ぐるぐるめ／青山美智子／

913ア
▽しずかなパレード／井上荒野／

913イ
▽書楼弔堂／霜夜／京極夏彦／913キ
▽任侠シネマ／今野敏／913コ
▽歌舞伎町ララバイ／染井為人／

913ソ
▽月収／原田ひ香／913ハ
▽月とアマリリス／町田そのこ／

913マ
▽満月珈琲店の星詠み４／望月麻衣

／913モ
●ルポルタージュ、詩歌、エッセイなど
▽八甲田山新たな真実／396イ
▽ゆふすげ歌集／美智子／911ジ
▽老いはヤケクソ／佐藤愛子／914サ

図書館情報

▼貸出
◎本（雑誌を含む）10冊まで・２週間
◎ＣＤ、ＤＶＤ　 ３枚まで・２週間
▼返却
◎カウンターへお返しください。
◎図書館が閉まっているときは、入口

にあるブックポストにお返しくだ
さい。

◎ＣＤ、ＤＶＤ、他図書館から借りた
本などは直接カウンターへお返し
ください。

▼本の予約・リクエスト
◎図書館にある本が貸出中のときは
「本の予約」ができます。

◎借りたい本が図書館にないときは
「本のリクエスト」ができます。他の
図書館から借りたり、新しく購入
したりしてご要望にお応えします。

▼本をさがす
◎田子町ホームページの田子町立図

書館のサイトから蔵書検索ができ
ます。どうぞご利用ください。

●くらしの中に図書館を～図書館利用のご案内
　図書館はどなたでも無料でご利用できます。

　４月23日「子ども読書の日」から５月５日「こどもの
日」をはさんだ20日間は「こどもの読書週間」です。期
間中、第29回日本絵本賞最終候補作30冊の絵本を展示・

貸出します。また、すべ
ての利用者が参加できる「春の読書スタン
プラリー」も実施中。ぜひ子どもたちと一
緒に、楽しい本の世界をお楽しみください。

あいことばは　ヒ・ラ・ケ・ホ・ン！
こどもの読書週間４／23～５／12

読書スタンプラリー台紙

図書館おやすみカレンダー 5月の図書館行事
▼４／19（土）～
　古雑誌・古本お持ち帰りコーナー
▼４／19（土）～６／８（日）
　春の読書スタンプラリー
▼５／７（水）午前10時
　ブックスタート／せせらぎの郷
▼５／21（水）午前10時
　セカンドブック／せせらぎの郷

図書館休館日
毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

図書館の開館時間
　水〜土 午前10時〜午後６時
　日曜日 午前10時〜午後４時

田子町立図書館（担当：川村）☎２０‐７２２１

▼
色
の
濃
い
日

が
休
館
日
で
す
。
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町
の
人
口

令
和
７
年
３
月
31
日
現
在

世帯数／2061（＋５）
人口／4683（−22）
男／2262（−９）
女／2421（−13）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
林
野
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

林
野
火
災
は
、
１
年
の
中
で
も

冬
か
ら
春
に
か
け
て
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
は
、
乾
燥

や
強
風
等
の
気
象
条
件
に
よ
り
、

火
災
が
発
生
す
る
と
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
林
野
火
災
の
出
火
原
因

は
、
屋
外
で
の
焼
却
行
為
（
た
き

火
、
火
入
れ
）
が
多
数
を
占
め
て

お
り
、
不
注
意
に
よ
っ

て
起
き
て
い
ま
す
。

◎
野
焼
き
は
原
則
と

し
て
禁
止
行
為
で
す
！

　
「
野
焼
き
」
は
、
ご
く
一
部
の

例
外
を
除
き
、
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
苦
情
に
よ
る
通
報
が

あ
っ
た
場
合
な
ど
、
他
人
に
不
快

な
思
い
、
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な

焼
却
行
為
は
、
例
外
に
よ
る
焼
却

行
為
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

〈
焼
却
行
為
を
行
う
際
は
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
〉

１
．
枯
草
等
、
周
囲
に
燃
え
や
す

い
も
の
が
あ
る
場
所
で
は
、
た
き

火
を
し
な
い
こ
と
。

２
．
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を

離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に
消
火

す
る
こ
と
。

３
．
火
を
取
り
扱
う
作
業
の
前
に

は
、
必
要
な
消
火
準
備
を
す
る
こ

と
。

４
．
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
た

き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

５
．
事
前
に
消
防
署
へ
届
出
す
る

こ
と
。（
焼
却
行
為
を
許
可
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
警
察
官
Ａ
（
大
卒
）
を
募
集
し

ま
す

　

大
学
卒
業
（
見
込
）
者
を
対
象

に
警
察
官
Ａ
の
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。
試
験
日
程
、
受
験
資
格
等

は
次
の
予
定
で
す
。

▽
公
告
日　

５
月
１
日（
木
）（
試

験
案
内
等
配
布
予
定
日
）

▽
受
験
資
格　

平
成
５
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大
学

を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
令
和
８
年

３
月
31
日
ま
で
に
大
学
を
卒
業
見

込
み
の
方

▽
受
付
期
間　

５
月

７
日
（
水
）
～
６
月

16
日
（
月
）

▽
第
一
次
試
験　

７
月
13
日（
日
）

▽
試
験
場
所　

青
森
市
、
八
戸

市
、
弘
前
市
、
さ
い
た
ま
市

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
、
試
験
案
内

等
配
布
予
定
日
以
降
に
試
験
案
内

（
申
込
書
）
を
入
手
し
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
三
戸
警
察
署
田
子
警
察
官
駐

在
所　
　
　

☎
32
‐
３
１
０
９

7
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前9:30〜正午

13
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

14
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午

16
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

高血圧予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜11:30

20
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

21
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30〜正午

22
（木）

５歳児健康相談（せせらぎの郷）
午後1:30〜4:00

23
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

糖尿病予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜11:30

27
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

28
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午

子宮頸がん予防接種１回目
（せせらぎの郷）午後3:00〜4:30

30
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

５月の主な保健・介護予防事業予定表

役場地域包括支援課 ☎２０−７１００

■  山菜採りの遭難をなくそう
　春になると各地の山々は山菜採りの入山者でにぎわいますが、毎
年、遭難が後を絶たず、中には尊い命を失う場合もあります。
●山に出かける前に
▽体調を確認し、できるだけ２人以上で出かける。▽天気予報を確認し、家
族などに行先や帰宅予定時間を知らせておく。▽入山場所の地形を地図など
で確認する。▽携帯電話や食料等、必要な装備をする。
●山に入るとき、山に入ったら
▽携帯電話は車に置かず持ち歩く。（登山アプリの地図を入れておくと便利で
す。）▽奥に入りすぎず、お互いに声を掛け合い、位置を確認する。▽急斜面や
崖など危険な場所は避ける。▽集合時間を必ず守り、早めの下山を心がける。
●万が一、道に迷ったら
▽日没後は歩き回らず救助を待つ。▽ヘリコプターの音が聞こえたら、見通
しのよい場所でタオルなどを振って合図する。

誕生

●尾形　律
りつ

（翔・菜摘）／清水頭
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
　

お悔やみ
●村木長松（97歳）道前
●越後巳之松（96歳）矢田郎
●山田夛三郎（92歳）下本町
●日沢良雄（84歳）山口
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です
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●
田
子
小
学
校
の
様
子
（
12
月
～
３
月
）

　

12
月
８
日
、
５
年
生
が
親
子
レ
ク
と

し
て
「
収
穫
祭
」
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
も
、
お
い
し
い
つ
き
た
て
の
お
も
ち
、

お
雑
煮
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
稲
作

体
験
は
、
宇
藤
堅
一
さ
ん
夫

妻
・
佳
明
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
月
24
日
に
は
「
３
・
４

年
生
の
ス
キ
ー
体
験
教
室
」

が
、
１
月
31
日
に
は
、「
５
・

６
年
生
の
ス
キ
ー
体
験
教
室
」

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

２
２
９
ス
キ
ー
ラ
ン
ド
や
ス

キ
ー
協
会
と
も
調
整
の
上
、

３
・
４
年
生
か
ら
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
こ
数
年
「
雪
不
足
で
中
止
」

と
な
る
こ
と
も
多
か
っ
た
の

で
、
雪
不
足
等
の
際
は
「
延

期
」
で
き
る
よ
う
に
、
給
食

を
食
べ
に
一
度
学
校
に
戻
る

方
式
を
試
し
て
み
ま
し
た
。

結
果
は
、
中
学
年
児
童
に
ス

キ
ー
を
装
着
さ
せ
る
の
に
時

間
が
か
か
っ
た
と
い
う
問
題

は
あ
っ
た
も
の
の
、
ス
キ
ー
協
会
の
皆

様
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
保
護
者
の
方
の

ご
協
力
に
よ
り
、
田
子
の
豊
か
な
自
然

を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
存
分
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
児
童
か

ら
も
「
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
面
白
か
っ

た
」「
ま
た
や
り
た
い
」
と
い
う
感
想
が

出
て
い
ま
し
た
。
積
雪
に
も
恵
ま
れ
た

シ
ー
ズ
ン
で
し
た
。

　

２
月
28
日
に
は
、
６
年
生
を
送
る
会

を
行
い
ま
し
た
。
各
学
年
の
心
の
こ
も

っ
た
出
し
物
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
６
年
生
の
マ
ジ
ッ
ク
、

コ
ン
ト
な
ど
で
大
盛
り
上
が

り
、
６
年
生
の
個
性
が
十
二

分
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
５

年
生
の
田
子
神
楽
も
完
成
度

が
高
く
、
来
年
の
学
習
発
表

会
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
19
日
の
卒
業
式
で
は
、

来
場
の
皆
様
に
祝
福
さ
れ
な

が
ら
、
21
名
が
巣
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。
卒
業
生
、
在
校

生
と
も
に
立
派
な
態
度
で
、

１
５
０
周
年
記
念
式
典
の
経

験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
の
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
、

学
校
創
立
１
５
０

周
年
の
記
念
の
年

も
、
地
域
の
皆
様
、

保
護
者
の
皆
様
を

は
じ
め
た
く
さ
ん
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
て
、
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご

支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　
田
子
小
学
校
）

学
校
の
話
題
　
田
子
小
学
校

　情報スクランブル

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

　情報スクランブル

陶
芸
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

毎
週
火
曜
日
・

水
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
役
場
住

民
課（
☎
20
‐
７
１
１
９
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

陶芸作品
陶芸クラブ 陶寿延（代表　長澤靜子）

陶
芸

「花瓶」
作者：森　裕一

森の中の朽ちた木をイメー
ジして作りました。なかな
かいい色が出てくれたと思
います。

「おもてなしセット」
作者：田村恵美子

来客の多い我が家では、急
な来客にも対応できる、使
い勝手の良い器です。取り
皿や、ぐい呑み器も気に入
り使用しています。
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▼緊急時は、１１０番・１１９番通報をする。

▼安否確認のために家の中に入る時は、トラブルを防ぐために
　　三戸警察署（☎２２－１１３５）
　　田子駐在所（☎３２－３１０９）　

にその旨を伝える。

　　※町内のパトロールなどで不在の場合があります。

注：緊急に安否確認が必要な場合は、自治会長や班長などと
　　一緒に訪問するなどして一人では絶対に家の中などには
　　入らないこと！！

▼▼新聞や郵便物がたまっている等の
　異変に気づいたときは、役場地域
　包括支援課（せせらぎの郷内）に
　ご連絡ください。
　　☎２０－７１００
　　※土日、祝日、夜間の連絡先
　　　☎３２－３１１１
　　　（田子町役場：宿日直）

広
報
た
っ
こ
２
０
２
５
年
５
月
号
（
令
和
７
年
４
月
23
日
発
行
）
通
算
第
７
８
６
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 https://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム
はじめてのハッピーバースデイ
令和６年４月に生まれた満１歳のお友だちです。

●滝川茉
ま な

和ちゃん
Ｒ6.4.3

（下本町・女の子）
お誕生日おめでとう！
あまえんぼでめんこの
茉和ちゃん、いっぱい
食べて元気にすくすく
育ってね！ だいすき♡

●赤野夢
ゆ ま

茉ちゃん
Ｒ6.4.19

（上相米・女の子）
１歳お誕生日おめでと
う。ゆまの笑顔がみん
な大好きだよ♡ 生まれ
てきてくれてありがと
う♡

●渡部 裕介（わたなべ ゆうすけ）

◎年齢　35歳　◎出身　弘前市
◎担当　内科　 ◎趣味　旅行
◎町民のみなさんへひと言
　今年度より田子診療所へ赴任いた

しました。町民の皆様の健康を守
る一助になれるよう努めてまいり
ます。どうぞよろしくお願い申し
上げます。

田子診療所から

田子診療所に渡部先生が着任されました

①干草場  ②35歳 
③住民課子育て定
住移住支援室・主
事④子どもと一緒
に絵本を読む  ⑤少
しでも早く仕事を
覚え、町に貢献で
きるように、また、

町の皆さんとのコミュニケーション
を大切にしていきたいです。

①八戸市  ②20歳 
③商工振興課６次
産業戦略推進グル
ープ・主事 ④読書、
ゲーム ⑤初めての
ことが多く、不安
になることもある
と思いますが、日々

の学びや挑戦を大切にし、町のた
めに精一杯頑張ります。

●大下 由香里（おおしも ゆかり）●小笠原 隼士（おがさわら はやと）

①出身 ②年齢 ③所属・職名 ④趣味 ⑤抱負

～将来の田子町を担う若い力～新採用職員の紹介

住み慣れた田子町で助け合いながら暮らし続けられる

田子町地域見守りネットワークからのお知らせ
★高齢者世帯やひとり暮らしの高齢者、障がいのある方など、見守りが必要
な方が安心して暮らせるように、地域住民による見守り活動を推進していま
す。緊急時や異変に気づいたときは次のことに注意して行動しましょう。

●緊急時の例
　　人が倒れている
　　呼びかけに応じない
　　出血している

「田子町型地域共生社会」の実現へ連 載


